ADSL　・・・　非対称ディジタル加入者線（Asymmetric Digital Subscriber

 Line）の略称。

分かりやすく言えば通常の電話線を構成するメタルケーブル
を使って、従来光ファイバで行なっていたような高速データ
通信を可能にする技術というところだろう。

メタルケーブルそのものはもっと広い帯域を伝送可能なため
電話よりも高速にデータ通信が可能なのです。これを実用化
したのが「総合ディジタル通信網」、いわゆるISDNで、メタ
ルケーブル中を約320kbpsという速さでデジタル信号を流し
ここからBチャネル（64kbps）2本とDチャネル（16kbps）
1本の通信路を取り出しています。
ADSLの考え方である交換機から近い場所でISDNの何倍か

の速さの高速通信ができればVOD（Video On Demand）

が実現できるのでは・・・という考えがでてくる。

また、電話で使っている約3kHzの帯域をうまく外すことに
よって、電話は低周波数帯、データ通信は高周波数帯という
ように両方を共存しようというアイデアがでた。さらに、VOD
目的でダウンロードの速い通信路が欲しいという要求があっ
たため、ダウンロードの下り方向とアップロードの上り方向
で通信速度を変えるアイデアも生まれ、電話線を活用して下
り方向で500kbps～2Mbps程度、上り方向250～500kbps程
度のデータ通信ができる技術が誕生した。これがADSLです。
1 仕組み

　　　　　　電話回線でアナログ回線が利用しない周波数帯域で行う上りと

下りの速度が異なる高速データ通信技術

　　　　　上り：　ADSLでメール送信・掲示板書き込みなど

行う

　　　　　下り：　ADSLでメール受信・ホームページ閲覧な

どを行う

2 速さ

            　タイプ　　　　下り　　　上り

　　　　　　アナログ　　　56Kbps　 33Kbps

　　　　　　ISDN         64Kbps   64Kbps

　　　　　　初期のADSL  1.5Mbps  512Kbps

　　　　　　最近のADSL  8Mbps    900Kbps


　　　　　　この表からもわかるようにアナログやISDNに比べ最近の

ADSLのスピードが圧倒的に速くなったことがわかる。

3 長所

· アナログやISDNの数十倍以上早くなっておりダウンロードも早く

なりイライラすることも少なくなった。

· 電話も同時に利用できる。

· 複数のパソコンが同時に使える。例えば、同じ家庭内に２つあった場

合一方が接続している間は利用できなかったが、ADSLは複数台つな

げても同じ料金で接続できる。

· 常時接続で安い。

4 短所

· サービスエリアが限定されてしまう。今現在需要の見込める都市中心

に展開している。さらにADSLはデリケートな通信技術なのでISDN

回線が近くにあったり、光ファイバーが引かれていると利用できない。

· 速度に個人差がある。最寄の電話局との間に距離がありすぎると色ん

な抵抗などの影響を受け遅くなることがある。

　

5 ISDLとDSL（銅線で高速常時接続通信を可能にする技術）

　　　　　日本・・・交換機に依存しないサービスISDLを進める。

　　　　　アメリカ・・・国土の広さやCATVの躍進のためISDLは遅れてい

た。ビデオオンデマンド（電話線でテレビを選んで

見る）の高速デジタル通信技術として下り速度の方

が速いADSLを進める。

　　　　　速度はISDLよりADSLのほうが数倍速い。


　⑥　xDSL

ADSL（非対称DSL）・・・上り回線を遅くして下り速度を上げてい

る。電話と共用できる。

　　　    SDSL（対称DSL）・・・上り回線と下り回線の速度を同じに出来る。最近では電話を共用できるものもある。

　　　    HDSL（High bite rate DSL）・・・電話線を２回線分使って安定し

た対称通信を提供。

　　　    VDSL(Very High bite rate DSL)・・・ADSLより広い周波数を使っ

て最大50Mbps程度までを実現する技術。

しかし、高い周波数を使うためノイズに弱

く、到達距離が短い。

これらの技術を総称して代数のxを頭につけて「xDSL」と呼ぶ。
7 　これからのADSL

　　　　　ADSLは光ファイバ化する途中で使う一時的な技術に過ぎないと

言われることもある。しかし、今現在ADSLによりFTTH（Fiber 

To The Home）を実現させ、光ファイバ網との共存の道をも模索

させることになった。FTTHには、NTT東西日本がサービス提供し
ている光IP通信網と有線ブロードネットワークスがサービス提供してい
るBroad-Gate01（家庭用がHome100、企業用がOffice100）がある。光
IP通信網は10Mbpsを複数で共有するもので、別途プロバイダが必要
になるが、現在明確に企業向けメニューを用意しているプロバイダはな

い。Broad-Gate01は100Mbpsという高速な回線を利用できるが、地域
がかなり限定されていて、インターネット側との接続がどうかはまだ未知
数である。
